
SCG086-12 会場:ファンクションルームB 時間: 5月25日15:00-15:15

紀伊半島南方沖の南海トラフ周辺で発生している微小地震活動の特徴に
ついて

Feature of microseismicity around the Nankai trough south off the Kii
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紀伊半島の南方沖は東南海地震と南海地震の想定震源域の接合部となっており，1944年の東南
海地震，1946年の南海地震ではこの海域で破壊が始まっている．本海域は次の東南海・南海の
プレート境界型巨大地震を引き起こす破壊開始点になると想定されており，この海域の地震活動
とその時間的変化は注目されるところである．この海域の微小地震活動を詳しく調査するため20
05年に潮岬南方沖において海底地震観測(以下，OBS観測)を実施した．その結果，南海トラフ軸
周辺において活発な微小地震活動が存在することが見出された．この地震活動は陸域の地震観測
網では捉えられておらず，気象庁一元化震源カタログにはほとんど記載がない地震活動である．
この微小地震活動の分布を詳しく調べるために，2006年から2008年にかけて観測域を西方にシ
フトさせながら年１回のペースで10台程度の規模のOBS観測を実施した．その結果，南海トラフ
軸周辺の地震活動分布に以下の特徴を見出すことができた．

１．地震発生層の深さは10km～25kmであり，震源分布には比較的はっきりした下限の面が存在
し，25km以深ではほとんど地震が発生していない．
２．微小地震の分布は一様ではなく，ところどころに地震クラスターや線状の地震配列が存在す
る．また，直径が20km～30km程度のサイズで微小地震がほとんど発生していない空白域が存在
し，フィリピン海プレート内に地震活動のセグメント構造が形成されているように見える．
３．微小地震活動は全般的にみて，トラフ軸をはさんでトラフ軸より海側では南傾斜，陸側では
北傾斜で分布する傾向が認められる．

 一般にトラフ軸からアウターライズの地震活動は主にプレートの屈曲によってもたらされてい
ると考えられている．この領域の地震活動の一般的特徴として20km～30kmの深さまでは正断層
型の地震が卓越しており，これより深い場所では数は少なくなるが逆断層型の地震が発生してい
ることが指摘されている．今回、南海トラフ軸で見出された微小地震活動が正断層型であるとす
ると，その分布の下限の面は張力場から圧縮場に転換するニュートラルプレーンである可能性が
ある．これを確かめるため微小地震の中で比較的大きな地震について初動分布の解析からメカニ
ズム解を求めたが，あまりはっきりしたメカニズム解の傾向は得られなかった．
 なお，トラフ軸沿いの微小地震活動の時間的変化はプレート運動の変化もしくは固着域の何ら
かの状態変化を反映している可能性があり，今後探求すべき課題と言える．
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